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1.現代教職観の歴史的背景
現代にはさまざまな教職観があるが.そういう教職観のーヲひとつについて検討を加えること
が本稿の本旨ではない。ここでは現代には主としてどんな教職観があるかを知り、われわれが教
織をみる場合の観点を明らか托することができればよいと考える。
そのような見地から、私は相良惟一氏の分け方氏従って、それを聖職観、労働者観、専門職観
に介け、そのそれぞれについて若干の検討を加え、私見を述べてみることにしたい。
相良氏は「明治以来現在比至るまで…… Jという書き出しで教師聖職論について書いている(1)
が、教師聖職論的左考え方は江戸時代にもたくさんみられ、明治時代前期の教職についての考え
方は、江戸時代のそれの延長線上Kあったものと思われる。その明治前期K続く中期以降の教師
像、つ形成K決定的在役割を演じたのは、森有礼だったようだ。
永井道雄氏の説く所によれば、森氏が構想した教育の体制には一つの見事左全体構造があった
そうであるが、森氏は教師の役割を次のように卦さえていたという。
「森がとらえようとした教師の役割は社会的伝達にあった。学問の進歩、実学の発展のために、
大学、とりわけその技術的左諸部門では、できるかぎり研究の自由を重んじ左ければ左ら左い。
とはいっても、大学の知識をそのまま国民一般に伝達すれば、国民は 1過剰 7ま1/ 思想、の自由をも
っ乙とになろう。知識人の自由が拡大再生産され、後Kは権力に対する脅威となるとともあろう。
だから、 げかけ橋IJ としての教師児心をくばりさえすれば、忠良で穏鍵でしかも能率的な国民を
育てることができるー森はこのよう K考え、師範教育の強化充実に異常なほどの熱意を示したの
ではなかったか。 J(2) 
永井氏の所論を裏付ける事実として森氏が 18 8 5年(明 18 ) 1 2月 19目、埼玉県尋常師
範学校講堂に職員一同を集めて行なった演説がある。森氏はその中で、第ーに従j瞭左る気質の開
発、第二児友誼の情の溜養、第三K威儀のあるよう K養成すべきことをあげ、その三目標を達成
する方法として、道具責めの方法、即ち兵式体操をあげ、生活の中で身体を通して生徒を教育す
べきことを強調 J てwる。 (3)森氏の ζの演説は翌 1886年(明 19)の師範学校令第一条K次
のように法制j化されている。「生徒アジテ、瀬良、信愛、威重ノ気質ア備ヘシムルコトニ注目ス
ヘキモノトス」、そうして、このような気質を持った生徒を養成する方法として、「毎週六時間
の兵式体操を師範学校の学科課程の中にとり入れ、これによって国家主義的精神教育を施し、左
な寄宿舎制度を設けて全寮制度をとり、その教育を徹底的な軍隊式教育とした。まず寄宿舎は寝
台となり、男子師範も女子師範も洋服に改められ、組長、伍長、学友などといった組織を構成し、
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また生活のすべてをラッパによって規制したりである。 J(4)一憲沢富太郎ー
との点については永井氏も次のように書いている。「森はj額良、信愛、威重の三つのスローガ
ンをかかげただけではなかった。むしろ注目すべきは、これらのスローガンを教育の呂擦にかか
げた ζ と自体よりも、との目的を実現するために、彼が実施を強行した周到j在方法であった。軍
国主義的左思想、を教師のパーソナ 1)ティの深層Kまで穆透させるために、彼がとった方法は、師
範教育の生活全体を軍国的K再組織化することであった。 J(5) 
私は 19 4 3年(昭 18 ) 4丹、埼玉師範学校予科K入学し、 19 4 8 (昭 23 ) 3月、同校
本科を卒業したのであるが、私が予科K入った頃の師範学校は、正に麿沢氏ゃ永井氏が書いてい
る通りの学校であった。寄箔舎に入れられ、上級生や舎監の厳重な監視の下K、起床、食事、学
習、外出、就寝、服装等生活のすみずみに至るまできびしい規制があり、規制JVC違反した打、態
度が悪かったりすれば、 "説法IJ と称するきつい制裁が加えられた。白中、教室で勉強する他は、
生活全体が軍隊生活と同じようであったから、誰もがたまにある帰省を待ち ζがれるような状態、
だった。とのよう在生活K堪えられ在い者は、退学する他左かったのである。
明治の中葉、森氏の意図した師範教育は、上記のような方法陀より、身体を通して徹底的K行
左われてきたのである。そしてそれは、明治から大正、昭和へと受けつがれ、太平洋戦争敗戦の
日立で連綿と続けられてきていたといってよい。
2. 現代教職観の諸相
ところで.そのよう左師範教育を受けた人たちが、現在 50才以上と左ト校長や教頭となっ
て、学校現場にないて経営・管理層として、学校運営の中核にすわっているというととなのであ
る。頭だけでは左〈、身体を通して徹底的Kきたえあげられた人々の意識が奈辺Kあるか、これ
は改めていうまでも左いことであろう。全連小教師像研究調査「期待する教師像Jの報告(6)左ど
をみても、校長や教頭などの教職K関する意識をうかがい知ることができる。 1有礼の幽霊IJ の
影をひいている人が多いのである。若い時K生活の中で身体で憶えさぜられたことは、そうたや
すく消え去るものでは左いようた
敗戦は教職観にもドラスライック左転換をもたらした。 ζのことは前記の相良説でも「ところ
が.戦後は一転して、教師は労働者であるという論が日教組により……云々」と述べられている
ようK、それまでの教職観とは全く異在る H教師労働者論/1 の登場をみるK至った。特K日教組
が 1951年(昭 26 ) 7月8日比常Ij定した「教師の倫理綱領J( 1 0か条)は、 「教師は労働
者である。 Jと宣言した画期的左文書と 7まった。
加えて憲法、労働基準法をはじめとする労働関係法規、教育基本法をはじめとする教育関係法
規等、戦後の法体系の改廃及び告!淀をみるなかで、この教師労働者論は法制的Kも有力在裏づけ
を得たばかりでなく、教員養成制度が敗戦までの師範教育とは対照的な"開放告1，と左り、民主
主義教育を志向した自由な新しい教師の養成をめざすように在ったから学校は戦前では考えら
-147-
れなかったような新しい教師群を迎えることと在った。
教職観も、法制も、教員養成もことどとく一変したといってよいっ戦前の考え方に立つ者陀と
っては、正vc"学校は死んだIi ともいえるほどであったわけだ。
しかも、戦後もはや 30年を経過し学校になける教職員の圧倒的多数は戦後派の占める所と
なった。そこで、学校運営の衝K当る頭の方は教師聖職論にとらわれていても、直接子どもの教
育を担当し、手足と在って働く教職員の大部分は、労働者的乃至サラ 1)ーマン的であるというよ
うに在っていて、ここに大き左ギャップ、考え方のズレがみられるよう Kなったのである。
「教師は労働者である」という倫理綱領をもっ日教組が教職員の相当数を組織し、現実的に大
きな影響力を持っているととはよく知られている通りだが、それだけでは左〈実際K調査された
結果などをみても、一般教師の教職観では、労働者的教職観が最も多く、聖職的教職観を持つ人
は問題Kならぬほどの少数である o (7) 
尚、現実κ学校の中でみていると、日常伺も左い時には、学校という所はか左り学歴の高い人
たちの集まっている所であるせいか、考え方の違いがそう表面化するようなことはないのである
が、一旦事があり、例えば00斗争というような時になると、依然考え方の違いが時には尖鋭的
に噴出し、衝突することKなって、子どもの教育κもマイナスに作用するよう左ことが左いとは
いえないのである。それをそう左ら在いように、まとめていくという ζ とが今日の学校のかかえ
ている大きな問題の一つだといってよいと思うし、管理職も一般の教師たちも、そういうことで
悩むことが、決して少なくないというのが、今日の学校の実際の姿左のである。
それでは教師聖職論に立つ戦前型教師と、教師労働者論K立つ戦後型教師が現K混在している
学校の在かで、どのような考え方を持ち、どう対処することが、現実的で有効な解決策と在るで
あろうか。次KそのことKついて考えてみることにしよう。
3. これからの望ましい教職観- 教師専門職観
結論的Kいって、私は教師専門職論に立つことが一つの考え方としてあっていいと思っている。
そのわけは、前記の相良氏の指摘にもふれられているが、今日多くの校長や教頭、島るいは戦前
型の考え方を持つ人々も、多く合一般教師乃至そういう教師K大き左影響力を持つ日教組左ども、
教職を一つの専門職と観念することについて、共に肯定的左態度であり、ことには両者の考え方
氏共通な基盤があると思われるからだ。
しかもそのよK東京都中学校長会カ宅周査し発表したものをみると、専門職観を望ましい教職観
としてあげているものが、両者共にかなりの高率を示しているのである。因み Kその数字をあげ
ると次のよう Kなっている。
校長が望ましい教職観としてあげているものは、専門職 66. 1婦、聖職 23.7%、労働者 0.8
婦、次K校長の包からみて、自校の教師がどのよう左教師観をいだいているかとの問いに対して、
労働者的教職観 52.2 %、専門職的教職観 40.7%、聖職的教職観 2.5% VL 7まっている。 (8)
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ところで識者によると、専門職概念に照らし、今日の教師の現状をみる時K、教職が専門職と
いえるかというと、決してそういい切ることはできないという。例の 1LO・ユネスコの「教師
の地位花関する勧告_I( 1 966年)も「教育の仕事は専門職とみなされるものとする」といい.
専門職性の確立をめざすべき目標として宣言したものと解されている。既成専門職と比較してみ
ても、教職の現状はせいぜい準専門職といえる程度のものであり、教職の専門職性が確立されて
いるとはいえ左いのである。
それでは教識の専門職性の確立をめざして努力しようという時、われわれはどのような方法K
よって目標への接近を試みればよいのであろうか。
4. 教職員の実態と研修
さて、教職の専門職性を高めるためKは、どうしても教師の研修K侯つ外はないのであるが、
その研修Kついてもさまざま在芳え方があるのである。代表的左ものとしては、研修を勤務能率
の発揮と増進K求める立揚と.教師自らがその自覚K基づいて自主的に維持向上させていくべき
とする立場とがある。ところでことでは、そういう行政研修が自主研修か在どの是非を論じてい
る余裕は在い。そ ζで、現場で毎日子どもの教育と取り組んでいる教師たちは、研修Kついてど
ん左考えを持っているかを探り、そこからこの ζ とKついてどう考えるべきかの糸口をみつけた
いと思う。
そのととについてここにかつて、東京教育大の学校経営研究室がA県A市及びB町在どで実施
した調査研究「教育研究K卦ける指導行政の課題と方向」と題する日本教育学会托企ける発表の
要旨があるが、その指摘する所Kよると、「多くの教蹄が経験している学校訪問について、教師
は余り高い評価をしてい在いjで、「実際的必要を満たすものは、同僚教師とのそれであるとい
う声が強い。教師が必要とする研修の内容も、撞めて実践的なものから、教育理念にまで多様左
段階をもっているといえる。また若年教師一中堅教師走ど、教師層の差Kよっても、当然研修内
容は異在ってくると考えられる。しかしその中Uてあって生徒と授業場面で直接対峠するところか
ら必要とされることの研修は、教師Kとってとりわけ切実であり、ととに新任ー若年教師、女教
師から多く脅かれるものである。 J(9)とされている。
とのような点から考えると、現場教師の専門職性の昂揚は、児童・生徒とのかかわりの中で実
践的K行左われることK留意されるべきであり、教師たちの必要感もそこKあるわけであるから、
教師の研修は校内研修が望ましいということに左るだろう。尚、校内研修といっても共同研修も
個人研修もあるわけであるが、教師たちが指導主事や校外からの他律的な研修より、校内の同僚
教師との研修K期待しているというιL上、校内に卦ける組織的左共同研修がより望ましいという
ことに在るだろう。
私の勤務している地域でも、郡市単位で毎年一回は小・中学校教員研究発表会を開催している
が、偲人研究より共同研究の方が発展性があるようで、共同研究の方が研究結果もより有効托生
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かされているよう K感じる。
規模の小さ在小学校在どは学校全体で一つの課題K取り組み、成果を45げている所もあるよう
だが、中規模以上と在ると、学年又は低・中・高ブロック別くらいの単位で共同研究を進めるこ
とがよいと思う。
中学校では教科担任向士の共同研究在どを継続的K行在って成果をあげている学校もみられる
から、教科担任問士の共同研究ということも考えられてよいだろう。
いずれにしても共同でやる以上、どうしても長互い同士の共通理解を図って、仕事を進め左け
れば在ら左いわけだが、その ζ とが実はかなりむずかしいこと左のである。前Kも述べた通り、
研修の内容や方法は勿論、時には研修観について鋭い対立がみられるととも£るのだ。共同研修
をも D上げていくためには、リーダーの調整力を含めた指導力K負う所が大きいといわ左ければ
ならないD
5.結び
教育は人であろうというのが私の教職経験から得た実感である。それではどん左教師がより望
ましく、教i宵としてはどん左あ担ょうが期待されているのかーそのととについて自らのささやか
な経験を縦糸K、学校現場のさまざまな状況を横糸K左いまぜ左がら、思いつくままKここまで
綴ってきた。この辺でいままで述べてきたことをふまえ、 ζの小稿をまとめて卦くことにしたい
と思う。笛条的Uて結論づければ、次の三点 K要約できるように思う。
第一花子どもへの愛情と哲学をもって教育K打ち込む情熱ーその姿勢とそ教師Kとって大事だ
と思う。私などは 30年の教職麗在どといっても、ただ徒らK年月在重ねてきただけという感が
深いが、間違いだらけでも、夢中に在って打ち込んだ時期のことは、自分でも忘れ在いし、教え
子たちも憶えていてくれる。通り一遍に可もなく不可も左く過ぎ去った時のととは、自分の記憶
Kも残らなければ、教え子たちの印象も薄いようだ。行き過ぎや間違いを恐れず、情熱を傾けて
打ち込む姿勢こそ、教師K先ず求められることであるといいたい。教師がその仕事K打ち込みさ
えすれば.子どもたちにも自然、に力がついていくものだ。
第二に現代は組織の時代であり、すぐれた組織人としての教師が求められていると思う。教室
であろうと学校であろうと、現代ではよりよい組織のつくれる人、組織をよりよく動かせる人が.
教師としてもよい教師だといえるだろう。自分の教室K閉じこもって、担任した子どもをただ整
然、と座棺K着かせるととしかできないよう左教師ではだめで去る。子どもたちの組織を常K考え、
子どもたちを組織的Kしかもダイナミック K動かすととのできる教師こそ、彼等Kとってもよい
教師だといえるだろう。学校全体からみてもそうである。現代公教青にかかわりを持つ人は、単
K子どもたちだけではなく、教師、保護者、教育行政当局者左ど量的Kも極めて多人数であり、
質的にも援雑多岐Kわたっている。
こういう中では、学校はいやおう左く組織的左協働体たらざるを得左い。一致できる共通の自
-150-
標を練り上げ、共通理解を図って協働して教青活動を推進するのでなければ、成果を期待するこ
とは国難で毛る。
第三に調整力があり、みんなをまとめていくことのできる教師が求められているのでは在いか
と思う。教職観Kついてはすでに述べた通りだが、ものの見方、考え方が十人十色で、価値観が
多様であるというととが、現代の特色の一つであろう。
考え方は勿論、質的Kも先輩・教職員共K格差の大きい人々がまじりあっているのである。ど
れがよく、どれが悪い在どといっていたのでは仕事にならない。戦前のようK異在る見解を持つ
人たちは抑えつけ、一色K染めあげていく在どというととはすべきでは左いし、できもし在いこ
と左のである。
むしろ、それは多様者見解、さまざま左持ち味を思う存分発揮させながら全体として一つに
まとまったものを創造していくという乙ととそ望ましいこと在のだといえるだろう。異在る特徴
をもっ一人ひとりを生かし在がら全体としてまとまり、調和のとれている学級や学校一そうい
う級風や校風を持った学校をつくるためK、いうなればオーケストラの指揮者のよう左資質・力
量を備えた教師が、いま学校児求められているのでは在かろうか。
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